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 本書 は、 山形県教育委員会が平成9年度に実施した遺跡詳細分布調査の成果と平成7年
 度に調査 を行っ た小山崎遺跡の調査成果の一部をま とめたものです。

 平成7年度 を初年度とする 「感性豊かな教育と文化の創造」 をめざした第4次山形県教

 育振興計画で、 文化財の保存と活用について は文化財基礎調査や遺跡分布調査を計画的に

 実施 し、 基本台帳等の整備を図 り、 文化財情報システムの構築や文化財の周知の徹底・普                                  号
 及に努めることが大きな柱 とされま した。

 遺跡詳細分布調査は本県の 「新総合発展計画」 に基づく各種の開発計画と埋蔵文化財包

 蔵地の調整を第一目的としているものですが、 その調査結果 は将来施策である周知・普及

 を目的とした文化財情報シス テムの構築のための資料ともなります。 県教育委員会で は周

 知・普及のため今後も努力を続 けてまいる所存です。

 それまでの問、 年度毎に刊行される本書が各種開発事業計画と埋蔵文化財包蔵地の調整

 の結果及び経過を記したものであると同時に、 埋蔵文化財包蔵地のこれまでの所見を改訂

 して周知 を図る という 意味も併せ もつものと して活用 していただけれ ば幸いです。

 また、 小山崎遺跡 は縄文時代の早期から晩期までのきわめて長期間にわたって営まれた

 遺跡で、 動物の骨や、 木製品が出土する遺跡として全国的に脚光を浴びた遺跡です。 今回、

 石器などの出土品について報告できる運びとなりました。 遺跡の保存や活用、 学術研究、

 教育活動等の一助となれ ば幸いです。

 最後になりましたが、 調査に ご協力いただきま した関係各位に心から感謝申 し上 げます。

 平成 10年 3月

 山形県教育委員会 '

        教育長 金森 義弘 



例言

 1 本書は1部と II 部からなり、 1部 は平成9年度に山形県教育委員会が国庫補助を受け
 て実施した、 平成9年度以降農林土木事業関係遺跡他に関する遺跡詳細分布調査の報告

 書で、 II部が平成7年度に実施した小山崎遺跡の発掘調査、 範囲確認調査で出土した石

 器、 骨角器、 土製品、 木製品をまとめた報告書 (2) である。

 2 1部の調査と報告書作成は、 山形県教育庁文化財課の渋谷孝雄・名和達朗・長橋 至
 の3名が担当した。 第1章、 第III章 は渋谷が、 第 II 章はそれぞれの調査担当者が執筆し

 た。

 II 部の作成 は渋谷が担当 した。

 3 1部の第1章に平成9年度の調査遺跡の一覧を、 第 II章に個々 の遺跡の調査結果を記

 した。 新規発見遺跡・抹消遺跡・範囲・位置の変更について は、 本書の発行をもって周

 知されたものとす る。

 4 1部、 II部とも挿図の縮尺 は不統一であり、 各図毎にスケールを示した。 遺跡位置図

 は国土地理院発行の2万5千分の1の地図を使用した。 ただし、 1部の第 II 章2以下は

 これをさらに縮小 して使用した。 1部 の第 II 章1の遺跡地名表の番号は当該事業内の遺

 跡位置図中の番号と一致する。

 挿図及び文中の記号はT、 TT (、発掘溝、 試掘溝)、TP・丸 (試掘坑) で赤色部分は

 遺構、 遺物検出、 黒色部分は未検出を示す。 また、 米沢城跡の青色部分は試掘調査で検
納

 出した堀跡ないしは池跡を示す。 遺跡位置図の赤色部分 は遺跡範囲を示 し、 RP一土器、

 ST一竪穴住居跡、 SB一建物跡、 SK一土坑、 SD一溝跡、 EB一掘り方、.SP・E

 P一柱穴、 SX一落込み、 SG一旧河川跡を示す。

 図版の遺物 は2分の1と3分の1を原則と し、 3分の1他について は各図版に縮尺率

 を示 した。

 5 調査にあたっては、 関係各機関・市町村教育委員会及び地権者各位、 地元関係者のご

 協力 を得た。 ここに記 して感謝申 し上 げる。
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 1 調査の目的、 方法と経過

 1 調査の目的、 方法                                、
 本調査 は、 平成10年度以降に予定されている開発計画等に先行して、 埋蔵文化財包蔵地

 (遺跡) の詳細な分布調査を行い、 遺跡の所在、 範囲、 性格を明らかにし、 開発計画との

 調整をとって、 遺跡の保護を図ることを目的とした。 なお、 一部、 今年度までの調査結果

 に基づき、 記録保存や現状保存を目的とする小規模な発掘調査と工事立会いの調査も実施

 し た。                                 
 調査は、 その目的によって、 以下の方法で実施した。

 (1)A調査 (現地確認調査・表面踏査)

 開発事業計画範囲内の表面踏査を行い、 遺跡の範囲と事業実施計画 区域の平面的な関係

 を確認 し、 遺跡 の保護を図ることを目的とする。

 (2)B調査 (試掘調査)

 坪掘りやトレンチ掘りを行って遺構や遺物の平面的な分布範囲や、 遺構確認面までの深

 さ等を把握 して、 開発事業計画との調整をとって遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (3)C調 査 (記録保存のため の発掘調査)

 A・B調査の結果、 遺跡の保存状態が良好でない場合や、 開発事業にかかる面積が狭い

 場合や接する場合に、 必要に応 じて実施する記録保存の調査。 方法は発掘調査に準ずる。

 (4)立会 い調査

 開発事業による遺跡への影響が軽微な場合、 工事施工に立ち会って実施する調査。 この

 調査によって、 遺構や遺物が発見された場合に は記録保存を行う。

 2 調査の経過

 山形県教育委員会では、 毎年5～6月に開発関係各機関に、 今後の事業計画についての

 照会を行い、 その回答を受けて、 7月上旬にヒアリ ングを実施 し、 事業計画と埋蔵文化財

 包蔵地との関係について検討を行っている。 そして、 この結果に基づいて、 必要に応 じて

 分布調査を実施し、 事業との調整を図っている。 そのほか、 開発関係各機関から提出され

 た埋蔵文化財分布調査依頼に基づく調査も随時行っている。 今年度の調査は、 平成9年4

 月から平成10年3月まで表一2の工程 で、 表一1に示 した各遺跡の調査を行うとともに事

 業予定地 区内外にお ける 埋蔵文化財包蔵地の有無 を確認するための表面踏査と試掘調査も

 実施した。 なお、 今年度新規登録した遺跡、 抹消した遺跡、 位置、 範囲、 遺跡名の訂正し

 た遺跡 はIII章のま とめに示 した。
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        表一1平成9年度分布調査遺跡一覧(1)

        事業名事業地 区名遺跡名調査区分
        ABC立会

        1県営ほ場整備事業余目 町十六合地区大縄1○
        県営ほ場整備事業余目 町十六合地区大縄2○
        県営ほ場整備事業遊佐町た ら林地区貫坂○
        県営ほ場整備事業遊佐町た ら林地区下当山○
        県営ほ場整備事業遊佐町た ら林地区逆川○
        県営ほ場整備事業酒田市西荒瀬地区家際○

        2担い手育成基盤整備事業川西町諏訪江地区太夫小屋1○
        担い手育成基盤整備事業川西町諏訪江地区太夫小屋2○
        担い手育成基盤整備事業新庄市野中地区立泉川○
        担い手育成基盤整備事業新庄市野中地区立泉川2○
        担い手育成基盤整備事業新庄市野中地区中川原C○
        担い手育成基盤整備事業新庄市野中地区泉ケ丘○
        担い手育成基盤整備事業朝日町大谷地区上川原○

        3中山問地域総合整備事業リバーサイ ド葉山羽根沢C○
        中山間地域総合整備事業リバーサイ ド葉山横山小学校○○
        中山間地域総合整備事業酒田市飽海東部西山○
        中山間地域総合整備事業蚕桑西部西館○

        4広域営農団地農道整備事業長井市置賜西部長者原B○
        広域営農団地農道整備事業長井市置賜西部畑ケ沢○
        広域営農団地農道整備事業上山市蔵王 山麓原○
        広域営農団地農道整備事業山辺町紅 はな の丘岩谷○

        5一般農道整備事業束根巾長瀞西部 2期八反○
        一般農道整備事業飯豊町白椿長者原○
        一般農道整備事業飯豊町白椿長者原2○
        一般農道整備事業飯豊町白椿野山4○
        一般農道整備事業飯豊町白椿横山○
        一般農道整備事業最上町万騎が原万騎が原○

        6農免農道整備事業米沢南部2期下原a○
        7ふるさと農道整備事業長井市成田飯沢館○

        ふるさと農道整備事業長井市成田飯沢北館○
        8中央自動車道上山東根間天童市成生的場○

        中央自動車道上山東根間中央自動車道上山東根間天童市成生天童市成生板橋1板橋2○○
        中央自動車道上山東根間天童市蔵増蔵増押切○
        中央自動車道上山東根間天童市高擶阿部塚○
        中央自動車道上山東根間天童市高擶中 輩袋○
        中央自動車道上山東根間天童市高擶砂子田○
        中央自動車道上山東根間天童市高擶影沢北○
        中央自動車道上山東根問山形市門田樋渡○
        中央自動車道上山東根問山形市百目鬼百目鬼○
        中央自動車道上山東根問山形市長谷堂萩原○
        中央自動車道上山東根問山形市谷柏谷柏」○
        中央自動車道上山東根間山形市谷柏石田○
        中央自動車道上山東根間山形市松原六壇○
        中央自動車道上山東根間山形市松原オサヤズ○

        9山形ニュータウン整備事業山形市松原オミロク火葬墓○
        10一・般国道13号上山バイ パス上山市藤吾～川口上ノ代1○

        一般国道13号上山バイパス上山市藤吾～川口上ノ代2
        一般国道13号上山南バイ パス上山市川 口～中山中山城○
        一般国道13号上山南バイ パス上山市川 口～中山上ノ山館○

        11横川ダム建設工事小国町市野々飛泉寺跡○
        横川ダム建設工事小国町叶水小叶水○

        表一1 平成9年度分布調査遺跡一覧(2)
        調査区分

        事業名事業地 区名遺跡名ABC立会

        13都市計画街路事業藤島停車場笹花線都市計画街路事業山田善宝寺線藤島町藤島鶴岡市山田藤島D山田○○
        14健康の森整備事業山形市青柳下柳A○
        15山形駅西区画整理事業山形市山形城南一丁目○

        16北沢荒廃砂防事業ダム工箕輪急傾斜地崩壊対策事業南陽市小岩沢遊佐町直世北沢箕輪楯○○
        17県営住宅中田団地改築米沢市中田大浦d○
        18県立救護施設みやま荘改築整備事業河北町吉田四ツ塚○
        19県立中央病院移転整備事業山形市青柳北柳2○○
        20置賜公立病院整備事業川西町西大塚田制館○
        21米沢工業高等学校解体工事米沢市丸の内米沢城○
        22総合交流拠点整備天童市芳賀荒谷原山王○
        23赤湯駅西地 区住宅団地造成事業南陽市沢田○

            表一2 調査工程表

            平成9年 轟平成10年
            調査区分4月5月6月7月8月9月10月11月12月1～3月

            一一一

           
            東北 中央自動車道上山～東根間線B一

            山形ニ ュータ ウン整備事業関係遺跡B一一
                        報告書作成



       Il 調査の概要1 遺跡地名表(1) 県農林事業関係遺跡
       Nα 言種別遺跡名所在地時期立地地目

       1散布地ぬき さか貫坂飽海郡遊佐町大字当山字大沢尻縄文 時代山麓(63m)水田山林荒地
       2散布地しも とう やま下当山飽海郡遊佐町大字当山字下当山他縄文時代山麓(72m)水田山林荒地
       3散布地いずみ おか泉ケ丘新庄市大字十日町字泉ケ丘縄文 時代台地(112m)水田畑地宅地
       4散布地かみ かわ ら上川原西村山郡朝日町大字玉ノ井乙字上川 原縄文時代段丘(139m)畑地果樹園水田
       5散布地はねざわ羽根沢C北村山郡大石田町田沢縄文時代平安時代丘陵(90m)畑地

       6散布地よこ やましょうがつ こう まえ横山小学校前北村山郡大石田町横山平安時代段丘(65m)畑地

       7集落跡ちょう じゃ はら長者原長井市草岡字長者原縄文 時代段丘(280m)畑地荒地山林
       8散布地はた が さわ畑ケ沢長井市草岡字畑ケ原縄文 時代段丘(290m)畑地荒地

       9散布地はら原上山市大字小笹字原縄文時代丘陵(281m)畑地

       10包含地曲や石谷中山 町大字金沢字天沼1885の14縄文 時代段丘(237m)山林

       11散布地ちょう じゃ はら長者原西置賜郡飯豊町大字小 白川字長者原縄文 時代(中 期)段丘(261m)畑地

       12散布地ちょう じゃ はら長者原2西置賜郡飯豊町大字小白川字長者原縄文 時代段丘(266m)畑地

       13集落跡の やま野山IV西置賜郡飯豊町大字小 白川字野山縄文 時代丘陵(305m)畑地

       14集落跡よこ やま横山西置賜郡飯豊 町大字椿字横山2908・2909他縄文時代丘陵(285m)畑地

       15集落跡まき はら万騎の原最上郡最上町大字富沢字大明神縄文 時代(中期 ?)段丘畑地一部グラ ンド

       16集落跡しも はら下原a米沢市三沢字中瀬戸・下原縄文時代段丘(280m)水田畑地宅地

   遺跡概要出土遺物備考

   鳥海山南西山麓、 東山集落の西側 に位置す る。Nα2104

   東山地区開拓時に石鎌が出土したというが、 今回の試掘調査では遺構・遺物 は確認できず。平成9年10月 県教委試掘。 範囲要訂正。
   鳥海山南西山麓、 東山集落南側に位置する。Nα2106

   開拓時に縄文時代の石器類が出土 したという。今回の試掘調査では遺構・遺物 は確認できず。平成9年10月 県教委試掘。 範囲要訂正。
   冷水沢公民館北～西側の台地上に立地する。Na886

   試掘調査の結果、 昭和30年代後半の開田により東側畑地以外の大半が破壊されたことが判明。平成9年10月 県教委試掘。 範囲要訂正。
   和合小学校の北東1.7km、最上川 の左岸の低位平成9年度登録。

   段丘上に立地する。 畑地内に縄文土器片と石器
   片 が散布する。

   田沢小学校の南西約700mに位置 し、 南向きの縄文土器Nα855
   緩斜面に立地する。 畑地内に若干の縄文土器片
   が散布する。

   横山小学校の北西側に隣接する畑地でかつてNα815
   平安時代の土器が採集されていたが、 今回の試平成9年11月 県教委試
   掘調査では遺構・遺物とも検出されなかった。掘調査実施。
   西根小学校の西方約1km の山麓部 に立地す る。Nα3160

   試掘地点は以前、 重機で開墾されたため、 遺構平成9年10月 県教委試
   ・遺物とも検出さ れなかっ た。掘調査実施。
   西根小学校の南西約900mに位置 し、 長者原遺昭和57年度登録

   跡の沢を挟んだ北川に所在する。試掘地点では、平成9年10月 県教委試
   遺構、 遺物とも未検出。掘調査実施。
   県道萱平・矢米線北側～小笹1号線の間、 道平成7年度登録。

   路脇の電力鉄塔から東へ約150mに位置する。 今平成9年8月県教委試
   回、 遺跡の西側を試掘した結果は、 地区外。掘調査実施。
   広域関連農道岩谷沼の倉線か ら林道 どんじりNα402

   線沿いに北東約300mに位置する。 鶯沢川右岸に
   入る沢の右岸に立地する。 現況は、 杉林。

   JR米坂線手の子駅の北東約1.7kmに位置 し、平成6 年度 登録。
   白川左岸の段丘に立地する。 平成6年度分布調
   査で畑部分から若干の遺物散布を確認。

   JR米坂線手の子駅の北東約1.4km に位置 し、フレイク平成9年度 登録。
   白川左岸の段丘に立地す る。 中里橋の北 方200m
   の畑に遺物を散布する。

   十文字地区北方約900m、 野山地区から上野Nα1517
   (わの) 地区へ至る道路西側の畑地に位置する。

   役場の南西約800m、 野山地区から上野地区へNo.1509
   至る道路西側の畑地に位置する。

   富沢橋南側約250m、 小国川左岸沿いの段丘面Nα929
   に位置す る。 富沢中学校のグラ ン ド造成時に遺遺跡位置要訂正。
   物が採集さ れたとい う。

   最上川右岸と奥羽本線の間、 下原地区を中心米沢市遺跡地 図 Nα299
   に位置する。 今回は、 農道工事による立会い調平成9年6月県教委立
   査を実施。 遺構・遺物未検出。会い調査実施。







       (2) 県土木部、 健康福祉部、 教育庁他所管事業関係

       Nα種別遺跡名所在地時期立地地目

       1城館跡げん とく はら だて源徳原館長井市河井字若宮前中世(戦国期)平地(209m)畑地宅地原野
       2散布地はち まん にし八幡西川西町大字八幡字八幡西与平安時代自然堤防(209m)水田畑地宅地
       3集落跡しも やなぎ下柳A山形市大字青柳字上柳縄文 時代弥生時代古墳時代自然堤防(107m)水田宅地畑地
       4散布地埜 たき二滝最上郡真室川 町大字川の内字上三滝6の乙縄文時代段丘(165m)水田荒地

       5散布地埜 たき二滝2最上郡真室川 町大字川の内字上三滝縄文 時代段丘(162m)畑田水田

       6集落跡やま だ山田鶴岡市大字山田字油田古墳時代奈良～平安時代自然堤防(14m)水田・畑宅地工業用地
       7散布地きた ざわ北沢南陽市小岩沢縄文 時代段丘(340m)山林

       8城館跡みの わ たて箕輪楯飽海郡遊佐町大字直世字箕輪、山田中世山稜(50m)畑地山林宅地
       9集落跡さわ だ沢田南 陽市大字島貫、 若狭郷屋他奈良時代平安時代自然堤防(223m)水田宅地

       一10一

   遺跡概要出土遺物備。考

   河井地区の0.3km南、 平地の館跡である。 館は平成6年度登録 (山形
   宅地、 山林原野として遺存。 北東南と南に土塁県中世城館地調査報告
   空堰が残る。 周囲への広がりも考えられる。書第1集)
   八幡地 区西側 に位置す る。東西200m、南北400m須恵器平成9年度登録。

   の範囲と推定される。 遺物は、 八幡西公民館南
   西100mの畑地 で採取 した。

   JR羽越本線千歳駅の北西1.2kmに位置 し、 高NQ152
   瀬川の形成した自然堤防上に立地する。 試掘地平成9年12月 県教委試
   点では、 遺構・遺物とも検出されなかっ た。掘調査実施。
   JR奥羽本線釜渕駅の西北西1.5km、三滝川右Nα990

   岸の段丘上に立地する。 今回の試掘調査では遺平成9年12月 県教委試
   構・遺物とも検出さ れなかっ た。掘調査実施。
   JR奥羽本線釜渕駅の西方1.3km、三滝川左岸平成6年度登録。

   の小段丘上に立地する。 試掘調査では、 遺構・平成9年12月 県教委試
   遺物とも検出さ れなかっ た。掘調査実施。
   JR羽越本線大山駅の南側一帯の微高地に立No1655

   地する。 東西800m、 南北700mの広大な範囲。 今平成9年12月 県教委立
   回は、 県道拡幅部分について立会調査実施。会調査実施。

   JR奥羽本線中川 駅の東方1.5kmに位置 し、 北縄文土器・剥片平成9年度登録。
   沢右岸の小段丘上に立地する。 東西70m、 南北
   40m程の範囲とな り、 若干の遺物が散布する。
   JR羽越本線吹浦駅の東方2kmの泥流台地上Na2236

   に立地する。 今回の事業区内では中世の遺構は平成9年7月県教委工
   確認さ れなかっ た。事立会実施。

   JR奥羽本線赤湯駅西側300m一帯に広大な範須恵器・赤焼土器昭和57年度登録。
   囲で位置する。 今回は、 沢田遺跡北側を調査。平成9年4月県教委試
   遺物が出土 したため範囲拡大とした。掘調査実施。 範囲訂正。

   一唯

   一11一







       (3) 日本道路公団、 地域振興整備公団関係

       Nα種別遺跡名所在地時期立地地目

       ノ1散布地かげ さわ きた影沢北天童市大字高擶字松葉・影沢北古墳時代奈良時代 ?平地(93m)水田
       2包蔵地いし だ石田山形市大字谷柏字石田奈良時代平安時代平地(127m)水田

       3包蔵地箆 だんハ壇山形市大字松原字六壇鎌倉時代平地(135m)水田畑地
       4墳墓オミロク火 葬墓群山形市六字松原字弥陸原1416古代中世微高地(192m)果樹園

       14 一

   一   遺跡概要出土遺物備考
   高擶地区の南西約500m、 灰塚地区へ至る道路平成2年度登録。

   の北側へ位置する。 遺跡範囲の北側一部につい平成9年7月 県教委試
   て試掘調査は、 遺構・遺物未検出。掘調査実施。

    中谷柏・津金沢地区の間に位置する。 昭和40年代のほ場整備時に土器多数出土。 以前に塚跡        Nα82平成9年11月 県教委試
   (女郎塚と呼称) があったという伝承がある。掘調査実施。
   松原、 沖地 区間 の道路南側約100m に位置す る。Nα78

   昭和40年代のほ場整備時に土器多数出土。 今回平成9年11月 県教委試
   の試掘調査は、 遺構・遺物未検出。掘調査実施。

    JR蔵王駅の南南西約1.6kmに位置し、 昭和42年に地下60cmから蔵骨器が出土。 再埋葬した        NQ76平成9年12月 県教委試
   が、 その後破壊された可能性がある。掘調査実施。

   一毒

   一15一







 2 試掘調査の概要
 おおなオ)

 (1)大縄1遺跡 (平成8年度登録)

 所 在 地 山形県東田川郡余目町大字吉方字大縄12他                                       、
調 査 員 渋谷孝雄

 調 査 期 日 平成9年10月20・21日

 起因事業 県営ほ場整備事業 (十六合地区)

 遺 跡 環 境 遺跡はJR羽越本線西袋駅の東南東1.5㎞に位置し、 庄内平野中央部の周囲
 より若干高い微高地に立地する。 地目は水田で、 標高は9m前後を測る。

 試 掘 状 況 昨年度の表面調査で遺物を採取した水路を中心として、 1×1mの試掘坑を
 合わせて44箇所を設定 して、 坪掘りを行っ た。

 調 査 結 果 44箇所の試掘坑のうち10箇所の試掘坑で遺物が出土し、 1箇所で遺構と遺物

 が検出された。 また、 現在の水路の中にも遺物が散布しており、 これらの状況から遺跡の

 範囲は東西160m、 南北170mとなるものと判断できる。 遺物包含層は現地表下45cmから50

 ㎝にあるグライ化した青灰色 シルト質粘土であ る。 多く の試掘坑では地表下40cm以上 は無

 遺物であったが、 土坑 とみられる 遺構 が検出されたTP29で は地表下25cm の浅いとこ ろで

 確認面となった。 出土した遺物は平安時代の須恵器、 赤焼土器、 土師器で9世紀代を中心
 に一部10世紀に降る ものも存在する。





   おおなわ(2)大縄2遺跡 (平成9年度 登録)
所 在 地 山形県東田川郡余目町大字吉方字大縄

 調 査 員 渋谷孝雄                                      、
 調 査期 日 平成9年10月22日

 起因 事業 県営ほ場整備事業 (十六合地区)

 遺 跡 環 境 遺跡はJR羽越本線西袋駅の南東1㎞に位置 し、 庄内平野中央部の平地に立
 地する。 地目は水田で、 標高 は8.5m前後を測る。

 試 掘 状 況 昨年度の表面調査で遺物を採取した水路を中心として、 1×1mの試掘坑を
 合わせて22箇所を設定 して、 坪掘り を行っ た。

 調 査 結 果 22箇所の試掘坑のうち4箇所の試掘坑で遺物が出土した。 遺構は確認できな

 かった。 遺跡の範囲は東西60m、 南北100mと推定される。 主たる遺物包含層 は現地表下

 40～45cmにあるIV層 の灰 白色粘土層 で大縄1遺跡同様深い位置にあ る。 TP8で は須恵器

 圷と赤焼土器甕の破片が各1点出土 し、 TP11、 12からは赤焼土器の甕と塙の体部破片が

 それぞれ1点出土した。 また、 TP21からは糸切り痕をもつ須恵器圷の底部破片が1点出

 土している。 これらの遺物 は平安時代の9世紀から10世紀の所産と考えられる。 今回の調
 査で遺構 は未確認で、 出土した遺物量もきわめて少ないが、 耕作の及 ばない深いところに

 包含層が存在するため、 近年の撹乱による土器の再堆積 は否定できる。





  たゆうこ や(3)太夫小屋1遺跡 (平成8年度 登録)
  所在地山形県東置賜郡川西町大字時田字太夫小屋

  調査員渋谷孝雄                                、
  調査期日平成9年10月 14～16日

  起因事業担い手育成基盤整備事業 (諏訪江地区)

  遺跡環境遺跡 はJ R米坂線羽前小松駅の南東2.3㎞に位置 し、 黒川右岸の自然堤防上
  に車地する。地目 は水田、 宅地、 畑地で、 標高 は213m前後を測る。

  試掘状況昨年度登録 した遺跡範囲内の事業予定地区内に、 1×1mの試掘坑を10～20
  mおきに設定 し、地山までの掘り下げを行っ た。 その結果、 北東部に遺跡の範囲が広がる

  様相がみられたため、 範囲確定のためにさらに試掘坑を追加 し、 試掘坑の数は全部で69箇
  所となつ た。

  調査結果23箇所で遺物や遺構が発見され、 遺跡の範囲は東西100m、 南北200mに及ぶ

  ことが明らかとなつ た。 多くの試掘坑で現地表下15～20cmにある水田床土直下が遺構の確

  認面とな り、竪穴住居の一部や土坑、 柱穴などが検出された。 平安時代の須恵器、 土師器、
  赤焼 土器 が整 理箱 で0.7箱分 出土 した。 須恵器圷 の底部切離 しは回転糸切り が主体を占め赤、
  焼土器の占める割合が高い。 このことから、 遺跡の存続年代は9世紀後半に中心があるも
  のと考えられる。





  たゆうこ や(4)太夫小屋2遺跡 (平成8年度登録)
  所在地山形県東置賜郡川 西 町大字時田字太夫小屋

  調査員渋谷孝雄                                 、
  調査期日平成9年10月 16日

  起因事業担い手育成基盤整備事業 (諏訪江地区)

  遺跡環境遺跡 は太夫小屋1遺跡の南方500mに位置 し、 黒川右岸の自然堤 防上に立地
  する。 地目は水田、 宅地、 畑地で、 標高は215m前後を測る。

  試掘状況昨年度登録 した遺跡範囲内の事業予定地区内に、 1×1mの試掘坑を10～20

  mおきに設定 し、 地山までの掘り下げを行った。 その結果、 南部に遺跡の範囲が広がる様

  相がみられたため、 拡大する方向に試掘坑を追加した。 試掘坑の数は全部で29箇所である。

  調査結果17箇所で遺物や遺構が発見され、 遺跡の範囲は東西130m、 南北320mに及ぶ

  ものと推定される が、 今回の調査で把握しきれていない。 多くの試掘坑で現地表下16～26

  cmで遺構確認面、 ないしは遺物包含層の上面に達する。 竪穴住居の一部や土坑、 溝跡、 柱

  穴な どの遺構が検出された。 出土 した遺物 は全体で整理箱に0.3箱分で、 土師器、 須恵器、

  があ り、 主体を占めるのは平安時代9世紀代のものであるが、 奈良時代、 古墳時代に遡る

  土師器も存在するようである。 次年度以降、 さらに詳細な試掘調査を行って、 範囲、 性格
  を明 らかにする必要があ る。





  たちいずみがわ(5)立泉川遺跡 (昭和56年度登録)
所 在 地 山形県新庄市大字十日町字立泉川

 調査員名和達朗長橋至                              、
 調 査 期 日 平成9年10月21～22日 平成10年1月20日

 起因 事業 担い手育成基盤整備事業 (野中地区)

 遺 跡 環 境 泉田川右岸の河岸段丘上に立地する。 この段丘上には、 隣接して中川原・中
 川原B・中川 原Cの遺跡が所在 している。 いずれも縄文時代の遺跡である。

 試 掘 状 況 事業地区内に1×1mの試掘坑 (TP) を10～20m間隔で25カ所設定した。                              4
 1月 の追加調査で は遺跡南端部に トレ ンチ を2本設定 した。

 調 査 結 果 遺跡範囲南西側で集中して遺構・遺物が検出された。 遺跡北側部分は過去に

 削平されており、 東西100m×南北110mに遺跡範囲を修正する。 遺物 は、 TP2～土器4

 袋、 TP4～石器剥片1、 TP9～土器1袋、 TP19～土器2袋、 TP23～土器・石器剥

 片少量・磨石 1、 TP2と23トレンチ～土器1袋、 TP24～土器2袋、 TP25～土器1袋、

 TTA～埋設土器。 遺構はTP3・4で柱穴、 TP7で柱穴と土墳、 TP9で落ち込み、

 TP20・22で土墳が検出された。 TP2・10について は、 土層の状況から遺構覆土の可能

 性がある。 また、 TTAでは土墳2・柱穴数基が検出された。 本遺跡の時期 は出土遺物か

 ら縄文時代中期・倹期と考えられる。 なお、 事業計画の変更 (盛土) により、 遺跡中心部
 は現状保存さ れることとなつ た。 南側の一部 は平成10年度に記録保存の予定である。





   なか がわら(6)中川原C遺跡 (平成8度登録)
所 在 地 山形県新庄市大字十日町字中川原

 調査員名和達朗 長橋 至                                      、調 査 期 日 平成9年10月23～24日
 起因 事業 担い手育成基盤整備事業 (野中地区)

 遺 跡 環 境 泉田川右岸の河岸段丘上に立地する。 この段丘上には、 隣接して中川原・中
 川原B・立泉川遺跡等の縄文 時代 の遺跡 が所在 している。

 試 掘 状 況 遺跡範囲西半部の事業地区内 (平成9年10月段階で平成10年度事業予定地区

 と想定された地区) に1×1mの試掘坑 を27カ所設定した。 東半部 は次年度試掘調査予定。

 調 査 結 果 調査対象地区の北側で遺物が集中して出土した。 東西60×南北60mの不定形

 な範囲に集中する。 この部分 は表土下20cm程 で遺物包含層となる。 各試掘坑の状況 は、 T

 P17～石器剥片1、 TP18～土器・石器剥片・磨石等3袋、 TP23～土器石器等1袋、 T

 P24～石製品1 (石冠) 及び土器等2袋、 TP25～土器等1袋、 TP26～土器等1袋と柱

 穴 1、 TP27～土器・石器剥片等数点の出土である。 このほか、 調査対象地区全域で少量

 の遺物が出土しているが、 いずれも希薄であ り、 また遺物包含層 はな く、 調査状況から2

 次堆積による出土と考えられた。 なお、 TP2では、 基部・刃部とも欠損しているが、 現

 存長22cmの大形の磨製石斧が出土 している。 本遺跡の時期 は出土遺物から縄文 時代 中期と

 考えられる。 なお、 事業の実施時期 は平成10年1月段階で平成11年度以降となっている。





   に しやま(7)西山遺跡 (遺跡番号2,304)
所 在 地 山形県飽海郡平田町大字山谷字西山

 調査員長橋至                                      、調 査 期 日 平成9年5月19～22日
 起 因 事 業 中山間地域総合整備事業 (飽海東部地区)

 遺 跡 環 境 庄内平野北東部出羽丘陵の台地上に立地する。 平田町山谷地区北側500mの
 山間部に位置 し、 周辺には山海窯跡、 泉谷地窯跡、 新溜窯跡等の平安時代を中心とする窯

 跡が散在する。                                      晶試 掘 状 況 事業地区内に1×1mの試掘坑 (TP) を10～20m間隔で54カ所設定した。
 調 査 結 果 遺跡範囲のうち、 北西部の尾根状の部分を中心に縄文時代の遺構・遺物が集
 中して検出された。 TP12・24・25・34・48で柱穴、 TP31・45・51・53で土墳や柱穴、
 TP23・54で は竪穴住居跡と考えられる土色の変化 が認められた。 遺物 はTP2・28・47

 で箆状石器が各1点、 TP23で大量の縄文土器と凹石や石器剥片が出土した。 これらを含
 め、 全体で11カ所で遺構が確認され、 14カ所の試掘坑で遺物の出土があった。 遺構・遺物
 の集中する範囲 は東西35x南北70m程である。 遺跡東側 は、 鞍部となってお り、 遺構や遺
 物は未検出であっ た。 出土 した遺物 は、 縄文時代中期のものである。

 本遺跡については、 上記の調査結果に基づき、 事業計画の策定 (農村公園) にあたり、
 県農林水産部では、 遺構・遺物の集中する範囲を現状保存 し、 遺跡の保護を図っている。







   にしだて(8)西館遺跡 (遺跡番号1,474)
所 在 地 山形県西置賜郡白鷹町大字横田尻字西館乙

 調査員長橋至、

 調査期 日 平成9年11月14日

 起 因 事 業 中山間地域総合整備事業 (蚕桑西部地区)

 遺 跡 環 境 西側山麓から緩傾斜する台地上に立地する。 遺跡一帯は過去に水田の基盤整

 備が行われている。 今回調査対象とした東側 (事業地区外) の畑地で過去に縄文時代の石

 棒 (横田尻地区のふるさと歴史センター保管) が出土したという。

 試 掘 状 況 事業地区内に7本のトレンチを設定し、 重機で掘り下げた。 トレンチは、 地

 元地区の情報から過去に石棒が出土 したという東側畑地寄りに主に設定した。 遺構が確認

 されたTT5について は、 東西 7m×南北11mの範囲で拡張 し、 遺構の広がりを確認した。

 なお、 範囲確認のため、 北側の荒れ地に人力による試掘坑TP9～11を3カ所設定した。

 調 査 結 果 TT5以外では遺構・遺物 は検出されない。 過去の基盤整備により大半が破

 壊されたものと推測される。TT5で は、 表土から約25㎝で青灰色砂の地山 (遺構確認面)

 となる。 遺物包含層はない。 検出された遺構は、 柱穴 (EP) 10箇で、 うちEP1～5、

 6でアタリが確認された。 柱列はEP1～5とEP6～9が直線的に並び、 柱間 は1.5～

 2.2m を測 る。 検出状況か ら、 掘立柱建物跡を構成するものとは考えにくい。 今回の調査 は、

 遺構検出にと どめている。 遺物の出土はない。

 なお、 遺構が確認された部分について は、 保存措置を講ずる必要がある。





   はったん(9)八反遺跡 (遺跡番号723)
所 在 地 山形県東根市大字長瀞字株川

 調 査 員 渋谷孝雄                                     、
 調査期日 平成9年12月2日

 起因事業 一般農道整備事業 (長瀞西部2期)

 遺 跡 環 境 遺跡はJR奥羽本線東根駅の北西4㎞に位置し、 西側の水田面より一段高い
 自然堤防上に立地する。 地目は畑地、 果樹園となっており、 標高 は81m前後を測る。 遺跡
 の西部からかつて、 火葬人骨が出土している。

 試 掘 状 況 遺跡の範囲は東西150m、 南北570m前後の広範囲にわたるが、 今回の農道整
 備事業 は遺跡の東半蔀にかかっている延長300mの農道を3～4mに拡幅するもので、 拡幅
 する地区に10～20mおきに1×1mの試掘坑 を24箇所設定 して地山までの掘り下 げを行っ
 た。

 調 査 結 果 3箇所で平安時代の遺物が発見されたが、 遺構と考えられる土色変化は確認
 されなかっ た。 遺物包含層 は褐色粘土の地山の上にある黒色粘土層 で地山との境界で湧水

 が認められる。 地山までの深さ は45cmから70cmとバラツキが大きい。 TP3で赤焼土器圷
 が3点、 土師器圷が1点、 須恵器圷と甕がそれぞれ1点出土し、 TP5では赤焼土器圷が
 3点出土した。 TP11で は須恵器甕の破片が出土した。 本遺跡 は平安時代の10世紀を前後
 する 時期 に営まれた集落 と考えられる。



  はったん(9)八反遺跡 (遺跡番号723)
  所在地山形県東根市大字長瀞字株川

  調査員渋谷孝雄

  調査期日平成9年12月 2日

  起因事業一般農道整備事業 (長瀞西部2期)

  遺跡環境遺跡はJ R奥羽本線東根駅の北西4kmに位置 し、 西側の水田面より一段高い

  自然堤防上に立地する。 地目は畑地、 果樹園となっており、 標高は81m前後を測る。 遺跡

  の西部からかつて、 火葬人骨が出土している。

  試掘状況遺跡の範囲は東西150m、 南北570m前後の広範囲にわたるが、 今回の農道整

  備事業 は遺跡の東半部にかかっている延長300mの農道を3～4mに拡幅するもので、 拡幅

  する地区に10～20mおきに1×1mの試掘坑を24箇所設定 して地山までの掘り下げを行っ

  た。

  調査結果3箇所で平安時代の遺物が発見さ れたが、 遺構と考えられる土色変化 は確認

  されなかった。 遺物包含層 は褐色粘土の地山の上にある黒色粘土層で地山との境界で湧水

  が認められる。 地山までの深さ は45cmから70cmとバラツキが大きい。 TP3で赤焼土器圷

  が3点、土師器圷が1点、 須恵器圷と甕がそれぞれ1点出土し、 TP5では赤焼土器圷が

  3点出土した。 TP11では須恵器甕の破片が出土した。 本遺跡は平安時代の10世紀を前後

  する 時期 に営ま れた集落 と考えられる。



  まとば(10)的場遺跡 (遺跡番号295)
 所 在 地 山形県天童市大字成生字的場、 水尻

 調 査 員 B調査 名和達朗                              、調査期日 B調査 平成9年7月24日
 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根問)

 遺 跡 環 境 遺跡は、 天童市街北西の成生地区に位置する集落跡である。 集落西側に広が
 る乱川扇状地先端部からの微高地に立地する。 地目は、 水田・畑地である。 標高は、 90m

 を測る。 遺跡範囲は、 東西350m (推定) ・南北400mの大きな広がりが考えられる。                              ・
 試 掘 状 況 水田畦畔と道路センター杭を基準にトレンチを7ヶ所設定し、 重機使用によ
 り遺構確認面と考えられる地山面まで掘り下 げた後、 人力で面削りを行いながら遺構・遺
 物の分布状況を調査した。

 調 査 結 果 丁4南側60mからT2方向に遺構・遺物が検出された。 主としてT1-1～

 4に多くみとめられ、 柱穴、 土墳、 溝跡、 土師器・須恵器7袋を確認できた。 遺構確認面
 は、 深さ19～50cm前後を測る。

 試掘後、 (財) 山形県埋蔵文化財セ ンターでさらに48ヶ所のトレンチを設定 し、 より詳細
 に予備調査を調査を行っ た結果、 T1から北側が遺跡範囲と考えられる確認状況であるこ

 とに基づき南北方向の範囲を記録した。 出土土器により時期は、 奈良・平安時代、 中世と
 考えられる。



  まとば(10)的場遺跡 (遺跡番号295)
 所 在 地 山形県天童市大字成生字的場、 水尻

 調 査 員 B調査 名和達朗

 調査期日 B調査 平成9年7月24日

 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)

 遺 跡 環 境 遺跡は、 天童市街北西の成生地区に位置する集落跡である。 集落西側に広が

 る乱川扇状地先端部からの微高地に立地する。 地目は、 水田・畑地である。 標高は、 90m

 を測る。 遺跡範囲は、 東西350m (推定) ・南北400mの大きな広がりが考えられる。

 試 掘 状 況 水田畦畔と道路センター杭を基準にトレンチを7ヶ所設定し、 重機使用によ

 り遺構確認面と考えられる地山面まで掘り下 げた後、 人力 で面削りを行いながら遺構・遺

 物の分布状況を調査した。

 調 査 結 果 丁4南側60mからT2方向に遺構・遺物が検出された。 主としてT1-1～

 4に多くみとめられ、 柱穴、 土壌、 溝跡、 土師器・須恵器7袋を確認できた。 遺構確認面

 は、 深さ19～50cm前後を測る。

 試掘後、 (財) 山形県埋蔵文化財セ ンターでさらに48ヶ所のトレンチを設定 し、 より詳細

 に予備調査を調査を行った結果、 T1から北側が遺跡範囲と考えられる確認状況であるこ

 とに基づき南北方向の範囲を記録した。 出土土器により時期 は、 奈良・平安時代、 中世と

 考えられる。





  いたばし(11)板橋1遺跡 (平成9年度登録)
所 在 地 山形県天童市大字蔵増字板橋

 調 査 員 B調査 名和達朗                               、調査期日 B調査 平成9年7月28日
 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)

 遺 跡 環 境 遺跡は、 天童市成生・蔵増地区間の水田地帯に分布する集落跡である。 これ
 までの分布調査では、 遺跡可能性地として位置づけられていた区域であ る。 この一帯 は、
 房状地に位置する市街地を東方に望む沖積地で、 西方 は倉津川右岸、 さらに最上川右岸に
 至る。 標高 は89mを測る。 遺跡範囲は、 東西200m (推定) ・南北210mが考えられる。
 試 掘 状 況 水田畦畔と道路センター杭を基準にトレンチを3ヶ所設定 し、 重機使用によ
 り遺構確認面と考えられる地山面まで掘り下 げた後、 人力 で面削りを行いながら遺構・遺
 物の分布状況を調査 した。

 調 査 結 果 丁1中央付近1ヶ所で、 縄文時代後期後半の貼りコブをもつ土器片が一括出
 土した。 出土深さ は、 40cmを測る。 T2北側は泥炭がみとめられ、 同南側からT3では柱
 穴との少量の土器片が出土した。 遺構確認面 は、 深さ36cmを測る。

 試掘後、 (財) 山形県埋蔵文化財セ ンターでさらに28ヶ所のトレンチを設定 し、 より詳細
 に予備調査を行っ た結果、 T3南側まで遺跡範囲と考えられる確認状況であることに基づ
 き南北方向の範囲を記録した。 出土土器により時期 は、 縄文時代後期、 古墳・奈良・平安
 時代、 中世と考えられる。







  いたばし(12)板橋2遺跡 (平成9年度登録)
所 在 地 山形県天童市大字蔵増字板橋

 調査員B調査名和達朗、

 調査期日 B調査 平成9年7月25日

 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)

 遺 跡 環 境 遺跡は、 天童市成生・蔵増地区間の水田地帯に分布する集落跡である。 これ

 までの分布調査では、 遺跡可能1生地として位置づけられていた区域である。 この一帯 は、

 扇状地に位置する市街地を東方に望む沖積地で、 西方 は倉津川右岸、 さらに最上川右岸に

 至る。 標高は89mを測る。 遺跡範囲は、 東西250m (推定) ・南北270mが考えられる。

 試 掘 状 況 道路センター杭を基準にトレンチを2ヶ所設定 し、 重機使用により遺構確認

 面と考えられる地山面ま で掘り下 げた後、 人力 で面削りを行いながら遺構・遺物の分布状

 況 を調 査 した。

 調 査 結 果 丁1南端で炭化物層が確認された。 確認の深さは、 46cmを測る。 T2南端は、

 泥炭が途中みとめられ、 トレンチ南端から北へ20mから土器が確認された。 T1・2とも

 全体的に遺構・遺物が少ない。 遺構確認面 は、 深さ33cmを測る。

 試掘後、 (財) 山形県埋蔵文化財セ ンターでさらに21ヶ所のトレンチを設定 し、 より詳細

 に予備調査を行った結果、 T1範囲と考えられる確認状況であることに基づき南北方向の

 範囲を記録した。 出土土器により時期 は、 古墳・奈良・平安時代、 中世と考えられる。







   くらぞうおしきり(13)蔵増押切遺跡 (平成9年度登録)
所 在 地 山形県天童市大字蔵増字押切

 調 査 員 B調査 名和達朗

 調査期日 B調査 平成9年7月30日

 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根問)                                      、
 遺 跡 環 境 遺跡は、 天童市成生地区東側の水田地帯に位置する集落跡で、 倉津川右岸沿

 いに形成された微高地に立地する。 これまでの分布調査で は、 遺跡可能1生地として位置づ

 けられていた区域である。 この一帯 は、 扇状地に位置する市街地を東方に望み、 沖積地が

 広がる。 標高 は90mを測る。 遺跡範囲 は、 東西220m・南北360mが考えられる。

 試 掘 状 況 道路センター杭及び水田畦畔を基準にトレンチを6ヶ所設定し、 重機使用に

 より遺構確認面と考えられる地山面まで掘り下げた後、 人力で面削りを行いながら遺構・
 遺物の分布状況 を調査 した。

 調 査 結 果 丁2東側35m以外は各トレンチで遺構・遺物が確認された。 特にT5中央付

 近で方形状の落ち込みがみとめられ、 さらに内部に は焼土部分も確認され、 竪穴住居跡と

 考えられる。 他に柱穴・土墳・溝跡も検出され、 集落遺構群の広がりが想定できる区域で

 ある。 遺構確認面の深さ は、 20～30㎝を測る。 出土遺物は、 土師器・須恵器5袋、 古銭
 (T 2) が出土した。

 試掘後、 (財) 山形県埋蔵文化財セ ンターでさらに36ヶ所のトレンチを設定 し、 より詳細

 に予備調査を行った結果、 倉津川右岸からT3北側まで広がる確認状況であることに基づ

 き南北方向の範囲を記録した。 出土土器により時期は、 古墳・奈良・平安時代、 中世と考
 えられる。







   あ べづか(14)阿部塚遺跡 (平成9年度登録)
所 在 地 山形県天童市大字高擶字阿部塚

 調査員長橋至                                      、
 調査 期 日 平成9年7月28日

 起 因 事 業 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)

 遺 跡 環 境 立谷川扇状地の扇端部、 標高92mの水田、 天童市塚野目地区西方約500mの
 水田中に立地する。 本遺跡北側約1Kmには、 国指定史跡 「西沼田遺跡」 (古墳時代 の集落
 跡) が所在する。

 試 掘 状 況 センター杭に合わせ、 遺跡範囲と想定される区域にT1～4の4本の試掘溝
 を設定 した。

 調 査 結 果 平安時代の遺構・遺物が確認された。 T1では、 試掘溝南半部で土墳1基、
 中央～北半部 で不整形の小土墳状の土色変化が認められた。 遺物 は、 赤焼 き土器細片 が0.5
 袋出土したにとどまる。 土層の堆積状況は、 表土 (耕作土) 直下が地山層となり、 遺物包
 含層 は存在しない。 T2 は、 北側で時期不明の溝状遺構が1条検出された。 北端部 は旧堰
 跡とみられる落ち込みが検出された。 T3では、 径10cm前後の小柱穴とみられる遺構が南
 側で確認された。 時期 は不明である。 この試掘溝は撹乱が著しい状況を呈 していた。 T3
 北側のT4では、 遺構・遺物 は未検出である。

 本遺跡について は、 「遺跡可能性地 9」 としていたが、「阿部塚遺跡」 として新規に登録す

 る。 遺跡の中心は、 今回の事業地区外と想定される。    非ギ 櫓も＼







    なかぶくろ(15) 中袋遺跡(平成2年度登録)
  所在地山形県天童市大字高擶字中袋

  調査員調査期日渋谷孝雄                                、平成9年 7月24日
  起因事業東北 中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)

  遺跡環境高擶集落の中心部から北西方向約900mに位置し、 立谷川扇状地の扇端部に
  あたる標高94mの平地に立地する。 平成2年度の表面踏査で確認された遺跡で、 地目は水
  田 (休耕田)と畑地である。

  試掘状況セ ンタ 一杭の西側にバックホー のバケツ ト幅の試掘 トレンチ を設定 し地山ま
  での掘り下げを行った (T 1)。 トレンチの位置はS TA194+60mから195+50mまでの延
  長90mとなる。

  調査結果試掘溝では平安時代 の遺構と遺物が検出された。 T1の南半部には旧河道が
  存在しこの堆積土の上半部には平安時代の土器が含まれている。 また、 北半部では表土で

  、ある水田耕作土の直下が、 褐色粘土質シルトの地山となり、 この面で溝跡や落込み、 柱穴
  が検出さ れた が、全体的に削平を受けている様相が窺えた。 遺物 は赤焼土器や須恵器の破
  片で整理箱に約0.3箱分相当が出土した。平成9年9月の (財) 山形県埋蔵文化財センター

  による 予備調査か ら路線内 で8,100㎡の記録保存のため の発掘調 査が必要 である との結論が
  得られている。





   すなごだ(16)砂子田遺跡 (平成9年度登録)
 所 在 ・地 山形県天童市大字高擶字砂子田

調査員 渋谷孝雄 長橋 至

                                       、調 査 期 日 平成9年7月23～24日
 起 因 事 業 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根問)
 遺 跡 環 境 立谷川扇状地の扇端部、 標高95mの水田、 天童市高擶地区西方約500mの水
 田中 に立地す る。

 試 掘 状 況 センター杭に合わせ、 遺跡範囲と想定される区域に5本の試掘溝を設定した。
 調 査 結 果 縄文時代後期の遺構・遺物が確認された。 T1では、 試掘溝中央から北側で
 良好な遺物包含層 が遺存 している。STA190+10m付近 で約3m の範囲 で遺構検出面ま で
 掘り下げた結果、 竪穴住居跡・土墳・柱穴等が検出された。 T2 は南側が泥炭層となるが、
 STA190+96～191+10間で は縄文 時代 の土器 の集 中出土地点と埋設土器が確認さ れた。
 T3では、 STA191+60以北で良好な遺物包含層が確認された。 T4でも遺物が出土 して
 いる。 遺物 は縄文時代の石器 (石匙、 磨石) のほか、 全体で整理箱約1箱ほど出土した。
 T5では、 遺物・遺構とも未検出のため、 遺跡範囲はT1からT4までと想定される。
 本遺跡について は、 「遺跡可能性地6・ 7」 としていたが、 調査結果によ り、「砂子田遺跡」

 として新規に登録する。 平成9年9月に (財) 山形県埋蔵文化財センターにより予備調査
 が実施され、 平成10年度に緊急発掘調査を行う予定となっている。







  ひわたり(17)樋渡遺跡 (平成2年度登録)
所 在 地 山形県山形市大字富神台字樋渡

 調 査 員 B調査 名和達朗

 調査期日 B調査 平成9年11月12日

 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)
 遺 跡 環 境 遺跡は、 山形市西部、 門伝地区東側の水田・畑地に位置する集落跡である。
 遺跡北側 は富神川右岸、 南側 は主要地方道山形白鷹線で、 その間の水田段差のある地形に
 立地する。 さらに、 東方600mは須川左岸に至る。 標高は119mを測る。 遺跡範囲は、 東西
 150m (推定)・南北100mが考えられる。 但 し、 川寄りの畑地 は、 T6以外未調査であり範
 囲の中に含めて記録した。

 試 掘 状 況 道路センター杭及び水田畦畔を基準にトレンチを6ヶ所設定 し、 重機使用に
 より遺構確認面と考えられる地山面まで掘り下げた後、 人力 で面削りを行いながら遺構・
 遺物の分布状況を調査した。

 調 査 結 果 全体的に遺構・遺物確認は少なく、 T2～4の範囲にまとまっている。 遺構
 は、 柱穴・土堤・溝跡で、 T3北側では柱穴のアタリに柱根を1基検出できた。 遺構確認
 面の深さ は、 34～40cmを測る。 出土土器 は、 土師器片少量である。 遺跡は、 現況の水田地
 形か ら考えて切り盛り整地によりかなり削平された状況であ る。 時期 は、 これまでの出土
 土器により縄文時代、 平安時代と考えられる。





   どめき(18)百目鬼遺跡 (遺跡番号113)
所 在 地 山形県山形市大字百目鬼

 調 査 員 B調査 名和達朗                                     、調査期日 B調査 平成9年11月28日
 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)

 遺 跡 環 境 遺跡は、 山形市南西部、 百目鬼地区南西側の水田・畑地・宅地に位置する集
 落跡である。 遺跡西方は菅沢地区、 南側 は二位田地区、 東側の須川左岸までは約1.5kmの

 距離である。 この一帯は、 須川左岸に広がる水田地帯で、 遺跡はその中の自然堤防状の微

 高地に立地する。 標高 は127mを測 る。 推定遺跡範囲 は、東西350m・南北200mが考えられる。
 試 掘 状 況 道路センター杭及び水田畦畔を基準にトレンチを2ヶ所設定 し、 重機使用に

 より遺構確認面と考えられる地山面まで掘り下 げた後、 人力 で面削りを行いながら遺構・
 遺物の分布状況 を調査した。

 調 査 結 果 全体的に遺構・遺物確認は少ない。 T1中央南側で方形状と考えられる落ち

 込みが検出され竪穴住居跡と考えられる。 また、 柱穴・土墳も少し確認できた。 遺構確認

 面は、 深さ34～60cmを測る。 T2 は、 砂利・砂利混じり シルト層が地山面であ り、 遺構は
 ほとんどみとめられなかっ た。 T1・2では、 水田面段差約1mを測り、 切り盛り整地に

 よりかなり削平された状況が考えられる。 出土土器は、 土師器片少量である。 時期は、 出
 土土器により平安時代 と考えられる。







   は ぎわら(19)萩原遺跡 (遺跡番号101)
所 在 地 山形県山形市大字長谷堂字萩原

 調 査 員 B調査 名和達朗                                      、
 調査期日 B調査 平成9年11月27日

 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根問)

 遺跡 環 境 遺跡は、 山形市南西部、 二位田地区南側の畑地 (果樹畑) に位置する集落跡
 で跨る。 遺跡南側 は本沢川左岸沿いに広がり、 その自然堤防状の微高地に立地する。 標高
 は、 132mを測る。 遺跡範囲は、 東西210m (推定)・南北200mが考えられる。

 試 掘 状 況 道路センター杭を基準にトレンチを5ヶ所設定 し、 重機使用により遺構確認
 面と考えられる地山面まで掘り下げた後、 人力 で面削りを行いながら遺構・遺物の分布状
 況を調査した。

 調 査 結 果 遺構・遺物はT1～4で検出された。 T5は、 少し土器片がみとめられたの

 みである。 T4では、 斜め方向に幅約5mの黒色糖質シルトの落ち込みが検出され、 推定

 平面形から竪穴住居跡の一部と考えられる。 遺構確認面 は、 深さ35cmを測る。 それらの状
 況により遺跡範囲 は、 T4と5の間の段差地形を考慮 して、 そこから北側の高まり地形を

 範囲として記録した。 出土土器 は、 土師器・須恵器で比較的丁4・5に多い。 遺跡範囲の
 の南側に遺構・遺物のまとまった分布域が推定される。 時期 は、 これまでの出土土器によ
 り古墳～平安時代と考えられる。







   やがしわ(20)谷柏J遺跡 (遺跡番号84)
所 在 地 山形県山形市大字谷柏

 調 査 員 B調査 名和達朗                                       、
 調査期日 B調査 平成9年11月26日

 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)

 遺 跡 環 境 遺跡は、 山形市南西部、 中谷柏地区北西側の水田・畑地に位置する集落跡で、
 本沢川 右岸の自然堤 防上 に立地す る。本沢川 に架かる むつ橋か ら南東約200m の距離 を測 る。
 標高は、 130mを測る。 遺跡範囲 は、 東西110m (推定) ・南北100mが考えられる。
 試 掘 状 況 道路センター杭を基準にトレンチを5ヶ所設定 し、 重機使用により遺構確認

 面と考えられる地山面まで掘り下げた筏 人力 で面削り を行いながら遺構・遺物の分布状
 況を調査した。

 調 査 結 果 遺構は、 畑地に位置するT4・5で検出された。 T4では、 中央部に竪穴住
 居跡と推定される円形状の覆土がみとめられ、 焼土状の広がりと骨片が検出された。 また、
 柱穴・土墳も確認された。 すぐ東脇のT5では、 土堤の一部がみとめれた。 遺構確認面は、
 深さ58cmを測る。 T1は、 砂利層の地山で遺構・遺物 は確認できなかった。 遺物 は、 T2

 ・T3中央南側で土師器・須恵器出土した。 但 し、 砂利混じり層からの出土で、 小片であ
 る。 遺跡の状況として は、 東側畑地の区域に遺構群の広がりが考えられる。 時期 は、 これ
 までの出土土器により縄文 時代・平安 時代 と考えられる。







  おさやず(21)オサヤズ窯跡 (遺跡番号67)
 所 在 地 山形県山形市大字松原字山ノ神、 峯岸、 郷ノ田

 調 査 員 B調査 名和達朗

 調査期日 B調査 平成9年11月10日                               、
 調 査 起 因 東北中央自動車道相馬尾花沢線建設工事 (上山～東根間)

 遺 跡 環 境 遺跡は、 山形市南部、 松原地区南西方向、 JR奥羽本線西側の丘陵北側斜面

 に立地する。 蔵王駅からは、 南西方向約1kmの距離を測る。 平成8年度の分布調査で、 以

 前に瓦が出土 したとされる丘陵斜面から炭化物層の堆積が検出され (第37図波線部分)、聞

 き取りによる地点であることが確認された。 地目は、 山林・畑地・水田である乙 標高は、

 139mを測る。 遺跡範囲は、 東西90m・南北130mが考えられる。

 試 掘 状 況 道路センター杭を基準にトレンチを5ヶ所設定 し、 重機使用により遺構確認

 面と考えられる地山面まで掘り下 げた後、 人力 で面削りを行いながら遺構・遺物の分布状
 況を調査した。

 調 査 結 果 遺構は、 水田部分のT5から土墳群・溝跡が検出された。 確認面は、 深さ53

 cm を測 る。 畑地部分のT1・2ではT1中央部からT2北側にか けて暗褐色・黒褐色土層

 がみとめられ、 数点の縄文土器片が出土した。 羽状縄文の特徴から縄文時代前期と考えら

 れる。 T3・4は、 礫混じり シルトの地山層で、 遺構・遺物は確認できなかっ た。

 試掘調査後、 (財) 山形県埋蔵文化財セ ンターでトレンチを52ヶ所設置 して、 より詳細に

 予備調査を行った結果、 北側の丘陵から窯壁及 び瓦 が検出さ れ窯跡の所在が確認された。

 遺跡の時期・種別 は、 出土土器により縄文時代前期の包蔵地、 奈良・平安時代窯跡と考え
 られる。







   うえの だい(22)上ノ代 1、 2遺跡 (平成9年度登録)
 所 在 地 山形県上山市大字川口字上ノ代

 調 査 員 渋谷孝雄 名和達朗                                     、
 調査期日 A調査 平成9年9月4日 B調査 平成9年9月16・17日

 起 因 事 業 国道13号上山バイパス建設工事

 遺 跡 環 境 JR奥羽本線上山駅の南西約3.5㎞に位置し、 前川の形成した河岸段丘上に

 立地する。 標高 は上ノ代1遺跡、 2遺跡とも207m前後を測る。 地目 は畑地、 果樹園となっ

 てお り、 9月4日の表面踏査で縄文時代の石器が採取された。 事業が平成10年度から着工

 される 予定 となっていたため、 急遽試掘調査を実施することとなったものであ る。

 試 掘 状 況 表面踏査の段階では農面農道を挟む両側で遺物が採取されたことから上ノ代
 遺跡として、 路線内に7本のトレンチ を設定 して地山までの掘り下げを行っ た。

 調 査 結 果 路線内では農面農道の西側の一部で土坑などの遺構が確認されただけで、 東
 側からは遺構、 遺物とも発見されなかった。 また、 調査の結果から旧地形を復元すると、

 東と西の間に沢が存在することも確認されたため、 2遺跡に分けることが妥当と判断され

 た。 上ノ代1遺跡では10基余りの土坑と柱穴が検出されたが、 遺物 は土器の細片が1点と
 削器1点、 剥片数点に留まった。 路線内の面積 は800㎡である。

 上ノ代2遺跡は石鎌、 石匙、 剥片等が採集されたが、 路線内の試掘調査では遺構、 遺物
 とも未検出で結果的に路線内に は入らないとの結論に至っ た。







   なかやまじょう まえもり うえのやまたて(23)中山城跡、 前森、 上ノ山楯跡 (平成7年度登録)
 所 在 地 山形県上山市大字天守山、 上部、 新町他

 調 査 員 渋谷孝雄 荒木公一                                      、調査期日 A調査 平成9年9月4、 10日 B調査 平成9年12月15～18日
 起 因 事 業 国道13号上山南バイパス建設工事

 遺 跡 環 境 中山地区は現在上山市となっているが、 昭和32年までは東置賜郡に属してお

 り、 中近世を通 じて置賜の北端にある要衝の地であ り、 中山城 は境目の城として置賜勢力

 にとって重要なものであっ た。 中山城跡はJ R奥羽本線中山駅の北西約600mに位置 し、 西

 と北 を深い谷に囲まれた独立丘陵の山頂部に本曲輪をもつ山城である。 前森 は中山駅の西

 200mにあ り、 中山城の南の独立丘陵に築かれた山城、 上ノ山楯(2) は前森の谷を挟んで北

 の丘陵突端に所在する。 また、 中山城の本曲輪から東北東に1.3㎞の山頂部には村山盆地南

 端の出口を見張る物見山楯(3) が築かれている。

 遺跡の概要 中山城跡 は標高343.9mの天守山の山頂に本曲輪をもち、北西から東方と南方

 に入り込んだ深い谷によって、 周囲から隔絶された独立丘陵に築かれており、 本曲輪の南

 東に二の曲輪、 その北東部に三の曲輪を配 した連郭式の山城である。 本曲輪に は石垣を持
 つ天守台が設けられている。中山城跡の東側の標高285.4mの独立丘陵 は前森と呼 ばれてお

 り、 東西30m、 南北60mの頂部平場を取り囲むように帯曲輪が配されている。 上ノ山楯は

 片倉山の山麓 が南 に突 き出た半島状の丘陵に 階段状帯曲輪 を配 して いる。





 試 掘 状 況 今回の試掘調査は中山城跡と前森の問の狭搾部に国道13号線のバイパスが計

 画さ れたため、 予定路線内の遺構・遺物の分布状況を把握 して事業との調整資料を得るた

 めに実施した。                                   、
 この狭搾部 は家中と呼ばれ、 中世から近世初頭に機能していた中山城が廃され、 上杉藩

 の御役屋がおかれた以降、 北辺の防御にあたった武家屋敷があった地区であるが、 バイ パ

 ス計画路線内に中世や近世初頭に遡る遺構や遺物が存在するのか どう かが一つ の焦点とな

 るものと考えられた。 試掘調査は地権者の大石 了氏の御協力を得て、 手掘りによるトレ

 ンチ方式とし、 幅L 5～2m、 長さ3～10mのTT1～TT7を設定 して遺構確認面までの
 掘り下げを行った。 なお、 調査対象地区は中央部に南北の道路があって全体的に東西に2

 分され、 家中の各屋敷毎に整地を受けた区画となっており、 その後の整地も行われている。

 調 査 結 果 南北道路の東側の北端の区画に設置した南北トレンチのTT1では南北の溝

 跡1条とピット1基が検出された。 遺構確認面までの深さ は南部で54㎝、 北部で30cmであ

 る。 遺物 は近代 の磁器片が数点出土 した。

 南北道路の西側に設置 した東西 トレンチのTT2で は礎石の一部 とみられる礫と中央部

 で不整形な落込みが検出された。 深さ40cmで遺構確認面となる。 近世後半、 近代の染め付

 け磁器が出土 している。

 予定路線外に設置したTT3 は地山面が南東側に傾斜している。 おそらく、 近世の所産

 とみられる礎石建物の据え方が4基検出された。 据え方か ら片口の石鉢が出土した。

 TT4では遺構が検出されなかったが、 近、 現代の陶器と磁器が出土した。

 TT5は2×8mの南北 トレンチで中央部 で偏平な角礫が検出さ れ、 土坑や不整形な落

 込みが多数検出された。 焼土や土間の三和土とみられる硬い面が北部に存在することから

 家屋の跡と考えられる。 近世の陶器、 磁器と近代の磁器が出土した。

  TT6 は家中の南部に設定 した東西トレンチで東側に は盛土の整地層が分布する。 落込                                 Aみや ピッ トが検出さ れた が遺物 は出土 してない。
 TT7 は南北道路の東側 に設置 した南北 トレンチで、 このトレンチだけは3枚の整地層

 の存在が認められた。 ただし、 遺構の存在が認められたのは第3整地層を除去した現地表

 下75cmの地山面だけで第 2、 第3整地層上面では遺構の存在が確認できなかった。 地山面

 では角礫が検出され、 ピッ トや落込みの一部、 土坑も検出されたが、 この層位でも近世後

 半の染め付けの磁器が出土 してお り、 遺構群の時期 は中世までは遡らないものと判断され

 る。

 今回の試掘調査で はバイ パス の計画路線外となるTT3の石鉢が中世 に遡る可能性 を持

 つものの、 路線内に設置 した各トレ ンチでは主として近世後半以降の遺物 しか出土 しなか

 った。 検出された遺構も確実に中世から近世初頭まで遡ると断定できるものはなく、 中山

 城が機能 していた時期 の遺構や遺物 は検出さ れなかっ たという ことができ る。

 したがっ て、 中世から近世初頭の中山城に伴う遺構 は計画路線となる家中地内に は残っ

 ていないものと考えられる。













   ひせんじ(24) 飛泉寺跡遺跡 (昭和55年小国町史跡指定)
 所 在 地 山形県西置賜郡小国町大字市野々

 調査員長橋至                                      、調 査 期 日 平成9年5月12～14日 11月11～12日
 起因事業 横川ダム建設事業

 遺跡環境 遺跡 は市野々地区内の山麓と横川 の阻 河岸段丘上の緩傾斜地に立地する.
 本遺跡北側約5・・mには平成9年度並こ (財) 山形県埋蔵文化財セ ンター壷こより発掘調査が行
 われた縄文時代 の集落跡の市野々 向原遺跡 ・野向遺跡カミ所在 している. 本遺蹟 ついて は、
 平成8年度に小国町指定史跡 「飛泉寺跡」 がダム水没区域に入るため、 現地調査 (表面踏
 査● 一部試掘調査) を実施している・ 同職こ実施した飛泉寺跡周辺の試掘調査によ 塒期
 不明の遺構が検出されたため、 追加調査を今年度実施した。
 試掘状況 飛泉寺跡とされる 寺院跡・・×1・mの拡張区と寺院跡北西部緩斜面一帯約、。。m
 四方の範囲について幅1.7m、 長さ14～30mのトレンチを合計で12本設定した。
 調査結果 飛泉寺跡とされる拡張区では、 遺構 は検出されなかっ た. 近代の所産とみら
 れる石組みが検出されたにとどま る。 寺院北側のTT1～TT6では溝状遺構・柱穴、 T
 T3～6では土墳と柱穴が検出された。 TT7では径20～30cm程の柱穴が数多く検出され
 た・ TT10では溝跡と柱穴 TT・… 2で}ま土墳・柱穴・溝跡等が検出された. これら遺
 構の時期 は不明である。 遺跡範囲は東西140m・南北110mと推定される。







   こ かのみず(25)小叶水遺跡 (遺跡番号1,427)
所 在 地 山形県西置賜郡小国町大字叶水字小叶水

 調査員長橋至                                      、
 調 査 期 日 平成9年11月10日

 起因事業 横川ダム建設事業

 遺 跡 環 境 遺跡は横川右岸の河岸段丘上、 東側は山麓、 西側は横川に画される平坦部に
 立地する。 地目は畑地・水田 一一部宅地と道路となっている。

 試掘 状 況 今回の調査は、 横川に架かる橋梁 (現つり橋) に接続する道路拡幅予定部分
 (TP1～3) と危険水域となる 区域 (TP4～9) について9カ所の試掘坑を設定 し、

 人力 で掘り下 げ遺構遺物の分布状況を確認 した。

 調 査 結 果 TP1で石器 (打製石斧) が1点出土した。 遺物包含層は未検出である。 打
 製石斧 は地山直上から出土 した。 長さ14.5cm・基部幅2.5㎝・刃部5.5cm のバチ形の形状を
 している。 遺物はこの1点の出土である。 TP2では土墳1基が検出された。 TP3では

 遺構遺物 は未検出であっ た。 危険水域の試掘坑では遺構遺物 は未検出である。 水田部分に
 ついて は、 過去の基盤整備により大半が破壊されたものと推測される。

 今回は、 事業 区域により試掘坑が限定されたため、 遺跡の範囲について は現状のままと
 する。 なお、 道路拡幅予定部分については、 工法や事業実施地区の状況に応じ、 適切な保
 存措置 を講ずる必要があ巻。





   いちのつぼ(26) 一ノ坪遺跡 (平成9年度登録)
 所 在 地 山形県山形市大字漆山字一ノ坪

 調 査 員 渋谷孝雄 名和達朗                                     、調査期日 A調査 平成9年11月7日 B調査 平成9年12月26日
起 因 事業 主要地方道山形天童線漆山工区

 遺 跡 環 境 遺跡はJR奥羽本線漆山駅の北東700mに位置し、 立谷川右岸の自然堤防上
 に立地する。 標高 は113m前後を測 り、 地目 は果樹園となっている。 11月 の表面踏査で遺物
 の散布が確認され、 12月に事業との調整のための試掘調査を行った。 '

 試 掘 状 況 試掘調査はバックホーを使用した。 センターに沿ってTT1、 2の2本のト
 レンチ、 西側の用地幅杭の内側にTT3、 4の2本のトレンチ、 それに東側の内側にTT

 5、 TT 1から27mの位置にTT6 を設定 して地山までの掘り下げを行っ た。

 調 査 結 果 TT1の北部で土坑や溝跡が検出され、 南部で柱穴と不整形な落込みが検出
 された。 TT2では溝跡1条と柱穴1基が、 TT3では北部で溝跡、 南部で柱穴群が検出

 された。 TT4では竪穴住居跡と見られる土色変化とピッ ト群が、 また、 TT5では土坑

 が2基検出された。 TT6では遺構、 遺物とも検出されなかっ た。 遺構検出面はTT 1、
 3ではIV層、 そして、 TT2、 4、 5ではV層となる褐色砂質シルト上面である。 遺跡の
 範囲 は路線内で南北80mに及ぶが東西の範囲は明確にできない。 遺物 は土師器の甕、 須恵
 器の圷、 甕、 赤焼土器の圷等が出土しており、 平安時代の9世紀代の所産と考えられる。







   うめの き(27) 梅ノ木遺跡 (平成9年度登録)
 所 在 地 山形県山形市大字漆山字梅ノ木

 調 査 員 渋谷孝雄 名和達朗                                     、
 調査期日 A調査 平成9年11月7日 B調査 平成9年12月25日

起因 事業 主要地方道山形天童線漆山工区

 遺 跡 環 境 遺跡はJR奥羽本線漆山駅の東方500mに位置し、 南面する緩やかな斜面に
 立地する。 地目 は果樹園となっている。 標高 は113m前後を測る。 11月 の表面踏査で遺物の
 散布が確認され、 12月に事業との調整のための試掘調査を行った。 '

 試 掘 状 況 試掘調査はバックホーを使用した。 11月の調査で遺物が採集された南部から
 北に向かってセ ンターに沿っ たTT1から7の7本のトレンチ を設定 して地山ま での掘り
 下げを行っ た。

 調 査 結 果 TT1から4の各トレンチでは赤焼土器、 須恵器の小破片がII層を中心とす
 る上部から出土 したが地山面では遺構が検出されなかった。 地元の聞込みによって当該地

 域 は客土で畑地化をはかったもので、 以前 は水田だっ たということが明らかとなり、 平安

 時代 の遺物 は客土と共に搬入されたものと考えて矛盾 はない。 やや高くなるTT5以北で
 は土坑や溝跡、 掘り方等の遺構が検出された。 遺跡の範囲はさ らに北側に延びているもの

 と考えられるが用地が未買収であったため、 この地域について は次年度以降に再調査が必

 要となる。 遺物 は奈良～平安時代の須恵器、 土師器、 赤焼土器が出土 している。






